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重要文化財 阿蘇家文書(34巻36冊）

工藤敬一

今回は、九州の雛蝋の発端となる足利置繁の九
州下向関係の史料３点を紹介する。

一般に足利尊氏と弟直義の対立抗争と理解されてい

る貞和５年（１３４９）から文ﾎﾟﾛ元年（１３５２）に

いた愚いわゆる観応の擾乱は、直接的には比較的守旧

的な関東の有力武士を支持勢力とする足利直義と、畿

内近国の新興武士の支持を得て、より伝統否定的な立

場に立つ尊氏の執事嵩ijliiliij耐立から始まる。尊氏は
勢力維持のためには師直を支持せざるを得ず、尊氏。

直義の兄弟の対立抗争となり、遂には師直。直義とも

に命を失ない、実力的にはほとんど無力化していた南

朝方が、－時は京都を回復するまでになったのであっ

た。

直冬は尊氏の実子であったが、父にうとまれ不遇を

少年時代を送った。直義はこれに同情し尊氏にとりな

し､差算雛に補して大将として起用させ、さらに自
分の養子とした。そして、貞和５年（１３４９）４月、

備中・’備後・安芸・周防・長門・出雲・因幡･伯耆の八
職がとたんだし、

箇国の支配権をもつ長門探題に補し、備中鞆の浦Iこ滞

在させた。その後京都では直義と尊氏・師直の対立は

いよいよ激化し、遂に直義”失脚となり、８月末直冬

も師直方の兵の襲撃を受ける。直冬は四国にのがれ、

さらに九州に落ちる。直冬の九州下向を主導したのが

肥後の有力武士河尻幸俊である。「大平記｣によると９

月１３日に河尻幸俊の舟で肥後に落ちたという。ここ

に取りあげた史料［三］からも直冬の没落先が「肥後

国河尻津」であったことが分る。

河尻氏は嶬峨源氏の末喬といい、肥後国飽田郡河尻

(現熊本市川尻町)を本貫とするいわゆる薗繊'Xiであ
り、鎌倉期i二河識護の地に業叢篝Fi:が開いた大慈寺
に寺地を寄進した河尻泰明は著名である。河尻氏は鎌

倉中期以降、北条氏と密接な関係をもって拾頭し、南

北朝期にも大むね武家方に属した。［－］の「肥後守」

も菊池氏惣領の南朝方の肥後守に対抗して、直冬の承

認を得て称したものであったろう。

直冬は将軍の名代として下向したといって、しきり

に九州③軍士を催し、９月１８日には阿蘇氏惣領の大

宮司睦時もこれに応じた。直冬はこれを謝して２０日

に阿蘇大明神に願文を捧げ、河尻幸俊もまた［－］の

願文を奉納したのである。天下靜證。四海泰平、それ

に両殿（尊氏・直義）の息災延命、殊に直冬の所願成

就と自分の所望満足。息災安穏。寿命長遠を立願の志

趣としているが、直冬による阿蘇庄の寄進と自分の拝

領分一所の寄進を約しているように、期待するところ

は直冬と自己の意図の達成（勢力伸長）である。立願

の志趣にあえて「両殿」と記し、対立関係にある尊氏

の息災延命も加えられているのは一見不思議に思われ

るが、将軍の名代を標桧して、九州武士の叫合を計ろ

うとする直冬の意図からすれば当然のことであったと

いえる。幸俊の願文は、このような直冬の目的にそう

ものであった。本文書は立願文という性質からみて、

幸俊の自筆である可能性が高い。下部に－部焼失があ

るのが'惜しまれる。

直冬の九州到着のニュースが伝わると、尊氏。師直

は直ちにその追討を命ずる゜〔二〕。〔三〕はともにそ

れを示す文書である。いずれも宛先は阿蘇大宮司惟時

である。阿蘇氏は当時肥後最大の勢力であり、就中腱

時はその惣領として、中央では南朝方、北朝方（尊氏

派｡直義派ともに）をとわず、きわめて高く評価されて

いたのである。〔二〕は師直が、直冬処分について、尊

氏が関東から下した自筆状の案文（写し）を送る、も

し手に余るようなら、法に任せて処置されたい（詠伐

してよい）と椎時に命じたもので、近く関東から尊氏

が上洛したらまた重ねて命令があるはずである、といっ

ている。〔三〕は、その尊氏上洛後に出された御判御教

書である。尊氏は直冬が出家上洛することを希望し、

惟時の働きかけを期待していたのである。写真で分る

ように〔二〕・〔三〕は同筆であり、この間ずっと師

直のもとに居た増薑の執筆であったと判断される。こ
のことは、この間の直冬追討そのものが師直の意図に

そったものであったことをはしなくも示しているよう

に思われる。〔二〕にあえて尊氏自筆状の案文を送ると

書いたのも、却って師直の策謀を示している感がある。

実際直冬追捕の命令を受けた多くの武士達は容易にこ

れに従わず、逆に直冬の支持勢力は拡大していった。

特に北部九州に大きな力をもつ少載頼尚は、尊氏が九
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)+|の総官として置いた九)､|､|探題一色範氏を目の上のコ

ブとしていたので、これを好機として直冬方につき、

さらに肥前の深堀氏や松浦党、肥後の詫磨氏など続々

とこれに加わった。こうして九Ｉ､ﾄ|は、直冬の九lﾄﾄ|下向

に先立って肥後に入った征西将軍宮（懐良親王）を戴

〈菊池氏を中心とする宮方、それに探題方、そして佐

殿（直冬）方の三派てい立の独特の政治状況を迎え、

その抗争の中からやがて征西府の覇権が確立されてゆ

く。（文学部教授国史学）
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神は自然・人間・聖書という三冊の書物を書いた、

ということになっていたりする。これはつまりこの世

は何でもかんでも本なんだと言い切っていることにな

る。聖書ならまだしも自然や人間までく書物〉という

メタファーで一括してしまうのは、一定の手順を踏ん

で読み解かれるという点では同じであると考えられて

いたからだ。それらを生み出すに当たって神が刻み込

んでおいた書跡を苦労して解読し、わかる者にしかわ

からない真理を導き出すという共通の作業。自然〔世

界〕（マクロコスモス）も人間（ミクロコスモス）もす

べて書物のように読まれ、理解される。今となっては

多少奇異に思える一方で思わずこのたとえに惹かれて

しまうところもあるのは、それが過去何百年もの間メ

タファーとして共有されていたという事実に現在のわ

れわれがもう取り戻すことのできないノスタルジック

な喪失感を抱くからかも知れない。

歴史をさかのぼるとこういった考えはヨーロッパで

はかなり古くから存在する。特に世界＝書物という

くリーベル・ムンデイ〉の観念は、ダンテ「神曲」中

の「この宇宙に紙片のように散らばったものが愛によっ

て－巻の書物に綴り合わされている」という言葉に代

表されるように中世において一般的になり、「自然もし

くは世界という書物を読むために、黄色くなった羊皮

紙の挨を払った」ルネサンス以降も盛んに論じられる
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足利直冬の九州下向関係文書（阿蘇家文書より）本文に解説




